
　

自
然
豊
か
な
杉
谷
地
区
。
こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組
む
の
は
長

田
和
久
さ
ん
で
す
。

　
「
長
女
が
６
年
生
の
と
き
、
山
寺
町
子
供
ク
ラ
ブ
の

会
長
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
か
ら
は
小
学
校

の
育
友
会
の
役
員
な
ど
も
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
就
職
で
し
ば
ら
く
島
原
を
離
れ
て
い
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
年
代
の
近
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
や

先
生
方
と
の
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
育
友
会
活
動

を
通
じ
て
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。」

と
、
語
り
ま
す
。

　
「
以
前
、
島
原
市
で
は
島
原
温
泉
不
知
火
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
て
い
て
、
市
中
パ
レ
ー
ド
に
学
校
単
位
で

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
各
校
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
山
車

を
引
き
、
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、
四

小
だ
け
山
車
が
な
く
て
寂
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ

で
育
友
会
を
中
心
に
山
車
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、子
ど
も
た
ち
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集
し
て
「
ベ
ジ
タ
く
ん
」
の
山
車
が
平
成
20
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
農
業
が
盛
ん
で
清
ら
か
な
湧
水

あ
ふ
れ
る
杉
谷
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
大
根
と
ホ
タ

ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
大

喜
び
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
し
元
気
を
も
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す
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、
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皆
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ま
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か
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当
日

の
豚
汁
の
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る
ま
い
、
火
入
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後
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
役
員
を
は
じ
め
四
小
育
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会
や

学
校
、
地
域
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皆
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ま
の
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ラ
ン
テ
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る
ご
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の
お
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続
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ま
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先
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で
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地
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伝
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に
継
承
し
て
い
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で
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、
故
郷
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、
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四小育友会で制作した「ベジタくん」の山車（写真はH21 中央が長田さん） 鬼火の火入れ前にみんなで記念撮影 (ヤグラの高さは20m)

杉谷公民館の図書室で第四小学校の子どもたちと

「人生の達人」
ながた　かずひさ

長田 和久さん (65)
　昭和 33年、山寺町で生まれ、育つ。地元の高校を
卒業後、陸上自衛官として任期２年間を大村駐屯地で
勤務した後、山崎製パン (株) へ就職し京都へ。32歳
の頃、長崎営業所での勤務となり故郷杉谷へ戻る。
60 歳で定年退職。子育て時代は育友会活動に熱心
に関わり、町内会の子どもクラブ会長に始まり、母校
である第四小学校、第一中学校では育友会長などを
歴任。杉谷地区青少年健全育成会の役員として活動
を続け、平成 28年に会長に就任。地域の健全育成活
動のけん引役として尽力している。
　島原市教育委員会表彰（H26）、杉谷地区青少年健
全育成協議会会長（H28～）、島原市青少年健全育
成連絡協議会会長（R5～）、島原市少年センター補
導委員（H27～）、島原市少年センター運営協議会会
長（R5～）など。山寺町在住。

地 域 の 伝 統 文 化 を 繋 ぎ ・ 伝 え る

地
域
ぐ
る
み
で
育
む

子
ど
も
の
笑
顔

ら
え
ま
す
。
よ
い
思
い
出
で
す
ね
。」
と
、
育
友
会
活

動
に
情
熱
を
注
い
だ
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
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